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令和５年 ４月 ６日 

奈良県公安委員会 御中 

奈良県警察本部長 殿 

住    所 －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

事務所所在地 大阪市中央区平野町２丁目２番７－５０４号 

 

三橋高等法律事務所       

弁護士 三  橋  和  史     

 

 

横断歩道等における道路標識及び道路標示の設置状況の調査及び適正化等を求める請願書 

 

 貴委員会及び貴職におかれては、道路での子どもを始めとする歩行者の安全を確保する

ための取組を推進されているところです。その一環として、車両による歩行者妨害に対する

交通指導取締りも強化されているものと承知しており、近年におけるその件数の推移につ

いて見ると、別紙１のとおり、平成２７年には僅か２９０件にとどまっていましたが、翌年

以降は毎年大幅に増加し続け、平成２８年には３３７件、平成２９年には６０６件、平成３

０年には１，１５５件、令和元年には１，７８８件、令和２年には２，５７０件、令和３年

には３，９２３件にも上っており、貴委員会及び貴職並びに貴職管下の警察官らによる多大

な努力を窺うことができ、その取組には心より敬意を表します。 

ところで、横断歩道とは、道路標識又は道路標示（以下「道路標識等」ということがあり

ます。）により歩行者の横断の用に供するための場所であることが示されている道路の部分

をいい（道路交通法第２条第１項第４号）、自転車横断帯とは、道路標識等により自転車の

横断の用に供するための場所であることが示されている道路の部分をいいます（同項第４

号の２）。そして、都道府県公安委員会（以下「公安委員会」といいます。）が道路標識等を

設置し、及び管理して交通の規制をするときは、歩行者又は車両がその前方から見やすいよ

うに設置し、及び管理してしなければならないとされています（道路交通法施行令第１条の

２第１項）。そして、公安委員会が横断歩道又は自転車横断帯（以下「横断歩道等」という

ことがあります。）を設けるときは、横断歩道等を設けようとする場所に、信号機が設置さ

れている場合等を除き、道路標識及び道路標示の双方を設置するものとされ（同条第３項）、

「交通規制基準」（令和３年１１月３０日付け警察庁丙規発第３号）には横断歩道等につい

ては「法令上の要件として双方の設置が必要」との記載があります。 

道路における危険を防止し、その他交通の安全と円滑を図り、及び道路の交通に起因する

障害の防止に資する観点からは、横断歩道等の道路標識等が法令の規定に従って適切に設

置されるべきことは言うまでもありません。また、横断歩道等の道路標識等の設置による交

通規制として適法に効力が発生する要件は、公安委員会の意思決定に基づき、法令の定める
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種類及び様式のものを、法令の定める方法によって設置し、法令の定める機能等を保持して

いることです。仮に、これらのいずれかの要件を欠き、横断歩道等の道路標識等が法令に違

反して設置され、又は必要な位置に設置されていない場合は、交通指導取締りによる行政上

及び刑事上の処分の適法性や民事上の交通事故処理の在り方にも影響を及ぼし得ることか

ら、横断歩道等の道路標識等の設置に当たっては万全を期さなければなりません。 

 しかし、当職が独自に調査したところ、貴管内の横断歩道等においては、僅かな箇所につ

いて抽出して検討しただけでも道路標識等の設置状況に不備があるものが複数発見されま

した。貴委員会及び貴職における交通行政の適正な執行に役立てていただくため、別紙２の

とおり、それらの具体的な設置状況及び当職によるこれまでの取組みに関して情報提供す

る次第ですが、当職が発見した不備があるものだけでさえ枚挙に暇がなく、記載したものは

ごく一部に過ぎないことにご留意ください。したがって、当職が情報提供したもののみなら

ず、貴管内の横断歩道等について網羅的な調査等をする必要があるものと思料します。 

つきましては、請願法第３条第１項の規定に基づき、下記の各事項（以下「請願事項」と

いいます。）について実施されるよう請願しますので、貴委員会及び貴職において十分にご

検討の上、請願事項について各別に、貴委員会による議決の可否の結果、貴職による見解及

び本請願書の提出日以降に取った対応の内容を示してご回答いただくようお願いします。 

なお、請願事項については、他の都道府県警察等における運用、関係法令及び警察庁から

の通達等を踏まえたものであり、本請願書の提出日以降における法令改正等の特別の事情

のない限り、概ねそれらの内容どおりにご対応いただけるものと考えています。 

すなわち、下記１⑴及び⑵並びに２ないし４については、主に、最近では、徳島県公安委

員会及び徳島県警察において、横断歩道の設置について同公安委員会による決定が経られ

た記録を確認することができない箇所があったことから是正のための措置が講じられ、青

森県公安委員会及び青森県警察、群馬県公安委員会及び群馬県警察、栃木県公安委員会及び

栃木県警察並びに長野県公安委員会及び長野県警察において、道路交通法第２条第１項第

４号及び同項第４号の２、同施行令第１条の２第３項の規定からも明らかであることに加

えて、「交通規制基準」に照らせば、横断歩道等の道路標識が直進車両だけでなく右左折車

両からも視認できる位置に設置されている必要があるとの帰結が導かれることから是正の

ための措置が講じられた経緯があることを踏まえ、貴管内においても必要な措置を講ずる

ことを求める趣旨です。 

次に、下記１⑶及び５ないし８については、「交通規制基準」には、「道路標識等の管理基

準」として「どの道路標識がどの場所に対するものかが明確に分かるか。」という観点も踏

まえて点検し、明確に分からないものについては見直しの対象とすることが記載されてい

るところ、貴管内の横断歩道等については、横断歩道等の道路標識が横断歩道等の道路標示

から離れて設置されている場合が散見され、このような場合においては、当該道路標識と当

該道路標示がそれぞれ同一の横断歩道等に対するものであるか、それとも異なる場所の横

断歩道等に対するものであるかが明確に分からないことを踏まえ、どの道路標識がどの場
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所に対するものかが明確に分かるようにするために必要な措置を講ずることを求める趣旨

です。厳格に解すれば、同法第２条第１項第４号に規定する横断歩道の定義を踏まえれば、

横断歩道等の道路標識が当該横断歩道等の直前に設置されるはずの停止線よりも手前に設

置されていることは、それ自体が矛盾しているといえます。特に、道路標識、区画線及び道

路標示に関する命令（以下「標識令」といいます。）別表第五に規定する横断歩道又は自転

車横断帯ありの道路標示、横断歩道等の道路標識及び横断歩道等の道路標示が設置されて

いる場合において、横断歩道等の道路標識が横断歩道等の道路標示よりも横断歩道又は自

転車横断帯ありの道路標示に近接して設置され、中には横断歩道又は自転車横断帯ありの

道路標示の位置よりも手前に設置されている箇所まであり、これらについては、単に明確に

分からないというにとどまらず、「交通規制基準」に点検及び見直しの対象として記載され

ている「道路標示と道路標識の表示内容が一致していないもの」にさえ該当するものといえ、

速やかに是正のための措置を講ずる必要があります。 

付言すれば、「交通規制基準」には、「道路標識等設置・管理の基本原則」として「道路標

識等の設置に当たっては、交通規制の種類に応じて、標示板の高さ、間隔、配列その他の設

置の方法をできる限り統一するように配意しなければならない。」と記載されています。こ

の点に関して、例えば、今般、是正のための措置を講ずることとした上記青森県警察本部交

通部交通規制課等の見解について、当職が聴き取り調査をした結果によれば、横断歩道等の

道路標識は、統一して、横断歩道等の道路標示と同様に横断歩道等を設ける場所に設置し、

道路の両側の路端に設置する場合は当該場所を挟み込むようにして設置すべきであるとい

うことであり、このような理解は、横断歩道の道路標識を設置すべき位置として標識令別表

第一に規定する「横断歩道等を設ける場所の必要な地点における路端」の解釈として首肯で

きます。そして、このように統一して同一の横断歩道等に対する道路標識及び道路標示を近

接して設置することとすれば、下記１⑵及び２ないし４に関連して、右左折車両から視認で

きる位置に横断歩道等の道路標識が設置されていない事態も可及的に防止することができ

るはずであり、貴管内においてそのような事態となっている場所が散見される原因の一つ

には、横断歩道等の道路標識の設置の方法を統一せず、上記「横断歩道等を設ける場所の必

要な地点における路端」が指し示す距離的な範囲を広く捉え過ぎ、横断歩道等の道路標識を

横断歩道又は自転車横断帯ありの道路標示の意義と同様に解して、あたかも予告標識とし

て用いることが許容されているかのように運用してきてしまったことも含まれるものと思

料します。 

次に、下記１⑷及び⑸並びに９ないし１１については、同法第７６条第１項ないし第３項

の規定を踏まえ、権限のない道路管理者や地縁団体等が設置した法定外表示により、却って

危険を生じさせていると見られる事例が散見されることから、必要な措置を講ずることを

求める趣旨です。 

次に、下記１⑹及び１２については、同施行令第２条第４項及び道路交通法施行規則第３

条の２第２項の規定を踏まえ、信号表示面に人の形の記号を有する信号機（以下「歩行者用
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信号機」といいます。）が設置され、かつ、自転車横断帯が横断歩道と併設されている交差

点において、当該歩行者用信号機の灯器に接して同施行規則別記様式第一の二の二に規定

する標示（以下「歩行者自転車専用の標示」といいます。）を設置することを失念している

と思われる事例が散見されることから、必要な措置を講ずることを求める趣旨です。 

最後に、下記１⑺及び１３については、警察庁からの通達（令和２年５月２８日付け警察

庁丁規発第６１号、令和３年１０月１３日付け警察庁丁企発第３８４号、丁交指発第１０７

号、丁規発第１３５号、丁運発第２２７号等）を踏まえ、必要な措置を講ずることを求める

趣旨です。 

 

記 

 

１ 横断歩道等における道路標識等の設置状況に関する調査 

貴管内の横断歩道等における道路標識等の設置状況について、主に次に掲げる⑴ない

し⑺の事項を含む観点から不備があるものや改善の余地があるものがないかどうかを網

羅的に調査すること。 

⑴ 公安委員会による意思決定の手続を経たものであるかどうか。 

⑵ア 横断歩道等の道路標識が必要な位置に設置されているかどうか（別紙２「１ 横断

歩道の道路標識が未設置である箇所」参照）。 

イ 交差点の流出部に横断歩道等が設置されている場合は、横断歩道等の道路標識が

直進車両だけでなく右左折車両からも視認できる位置に設置されているかどうか

（別紙２「２ 横断歩道の道路標識が設置されているが右左折車両から視認できな

い位置にある箇所」参照）。 

⑶ 横断歩道等の道路標識が「横断歩道等を設ける場所の必要な地点における路端」とい

える位置に設置されているかどうか（同一の横断歩道等に対する道路標識及び道路標

示が近接して設置されているかどうか。）（別紙２「３ 横断歩道の道路標識が設置され

ているが横断歩道の道路標示と離れ過ぎて設置されている箇所」参照）。 

⑷ 横断歩道等でない場所に横断歩道等と同様の規制が施行されているかのように誤認

させる可能性のある法定外表示が設置されていないかどうか（別紙２「４ 誤認可能性

のある法定外表示が設置されている箇所」参照）。 

⑸ 横断歩道等において、法定の規制内容を超えた事項を車両等に求めることを内容と

する法定外表示が設置されていないかどうか（別紙２「４ 誤認可能性のある法定外表

示が設置されている箇所」参照）。 

⑹ 歩行者用信号機が設置され、かつ、自転車横断帯が横断歩道と併設されている交差点

において、当該歩行者用信号機の灯器に接して歩行者自転車専用の標示が設置されて

いるかどうか（別紙２「５ 自転車横断帯があるが歩行者用信号機に歩行者自転車専用

の標示がない箇所」参照）。 
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⑺ 横断歩道等の道路標示が摩耗等により完全に消え、又は消えかかっている状態その

他の不適切な状態でないかどうか（別紙２「６ 横断歩道等の道路標示が摩耗等により

消えかかっている状態その他の不適切な状態である箇所」参照）。 

２ 不備の適正化等 

上記１の調査の結果を踏まえ、不備があるものや改善の余地がある横断歩道等におけ

る道路標識等については適正化ないし改善を図ること。 

３ 不適法な道路標識等による交通指導取締りの有無の調査 

貴管内の横断歩道等の道路標識等が法令に違反して設置され、又は必要な位置に設置

されていない状況で交通指導取締りが行われた事案の有無を調査すること。 

４ 処分等の是正措置 

上記３の調査の結果を踏まえ、該当する事案があるときは、対象者に対して処分の取消

しその他の是正のための必要な措置を講ずること。 

５ 標識令に基づく横断歩道等の道路標識の設置等 

同一の横断歩道等に対する道路標識及び道路標示は近接して設置することとし、特に

道路標識については、標識令の規定に従って、横断歩道等を設ける場所の必要な地点にお

ける路端に設置すること（別紙２「３ 横断歩道の道路標識が設置されているが横断歩道

の道路標示と離れ過ぎて設置されている箇所」参照）。なお、この点について、「交通規制

基準」に横断歩道等の道路標識が横断歩道等の道路標示から何メートル以内に設置しな

ければならないというような具体的な距離を定める記載がないからといって、横断歩道

等の道路標識を横断歩道等の道路標示から離れて設置することが許容されるものとして

運用しないこと。 

６ 横断歩道又は自転車横断帯ありの道路標示等との位置関係 

上記５に関連して、特定の横断歩道等について、横断歩道又は自転車横断帯ありの道路

標示、横断歩道等の道路標識及び横断歩道等の道路標示を設置する場合は、少なくとも横

断歩道等の道路標識が横断歩道等の道路標示よりも横断歩道又は自転車横断帯ありの道

路標示に近接することのないように設置すること（別紙２「３ 横断歩道の道路標識が設

置されているが横断歩道の道路標示と離れ過ぎて設置されている箇所」参照）。 

７ 法定外の予告標識の活用 

上記５及び６に関連して、特定の横断歩道等について、その存在がその手前から十分に

認識できない道路等で、前方に横断歩道等があることをあらかじめ示すことにより、横断

歩道等を横断する歩行者及び自転車の安全を図る必要があるものについては、横断歩道

等を設ける場所の必要な地点における路端よりも手前に横断歩道等の道路標識を設置す

ることにより対応するのではなく、横断歩道又は自転車横断帯ありの道路標示と併せて

法定外の予告標識（別紙３参照）を活用すること等により対応すること。 

８ 既存の標柱等の活用 

上記５ないし７に関連して、横断歩道等を設ける場所の必要な地点における路端に横
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断歩道等の道路標識を設置しようとする場合において、より適切な位置に既存の標柱等

がある場合は、新たに標柱等を設けて横断歩道等の道路標識を設置するのではなく、当該

既存の標柱等を活用して横断歩道等の道路標識を設置すること（別紙２「７ 提案により

改善された箇所」参照）。 

９ 誤認可能性のある法定外表示 

横断歩道等でない場所に横断歩道等と同様の規制が施行されているかのように誤認さ

せる可能性のある法定外表示を設置しないようにし、又は道路管理者その他の第三者に

設置させないこと（別紙２「４ 誤認可能性のある法定外表示が設置されている箇所」参

照）。 

１０ 自転車横断帯に酷似した法定外表示 

上記９に関連して、自転車横断帯でない場所に自転車横断帯に酷似した法定外表示

を設置しないようにし、又は道路管理者その他の第三者に設置させないこと（別紙２

「４ 誤認可能性のある法定外表示が設置されている箇所」参照）。 

１１ 法定の規制内容を超えた事項を内容とする法定外表示 

横断歩道等において、歩行者若しくは自転車又は停止車両等の有無にかかわらず常

に一時停止することその他の法定の規制内容を超えた事項を車両等に求めることを内

容とする法定外表示を設置しないようにし、又は道路管理者その他の第三者に設置さ

せないこと（別紙２「４ 誤認可能性のある法定外表示が設置されている箇所」参照）。 

１２ 歩行者自転車専用の標示の設置 

   歩行者用信号機が設置され、かつ、自転車横断帯が横断歩道と併設されている交差点

において、当該歩行者用信号機の灯器に接して歩行者自転車専用の標示を設置するこ

と（別紙２「５ 自転車横断帯があるが歩行者用信号機に歩行者自転車専用の標示がな

い箇所」参照）。 

１３ 横断歩道等の道路標示の維持管理 

横断歩道等の道路標示が摩耗等により完全に消え、又は消えかかっている状態で長

期間が経過することのないよう、横断歩道等の道路標示の状況を網羅的に見た上で優

先順位を付して計画的に塗装し直すこと（令和２年５月２８日付け警察庁丁規発第６

１号、令和３年１０月１３日付け警察庁丁企発第３８４号、丁交指発第１０７号、丁規

発第１３５号、丁運発第２２７号）その他の適切な維持管理に努めること（別紙２「６ 

横断歩道等の道路標示が摩耗等により消えかかっている状態その他の不適切な状態で

ある箇所」参照）。 

 

以 上 

 



別 紙 １ 

歩行者妨害に関する交通指導取締り件数の推移 

（「交通年鑑（令和３年）」令和４年奈良県警察本部発行より引用） 

 

 

 

 

年 平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年 令和３年 

件数 883 382 303 290 337 606 1155 1788 2570 3923 

 

 

 

 

 



別紙２記載箇所位置図 
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別 紙 ２ 

１ 横断歩道の道路標識が未設置である箇所 

⑴ ①奈良市道中部第１１１４号線上の横断歩道（奈良市朱雀３丁目１１番地先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ ②奈良市道西部第３１９号線上の横断歩道（奈良市学園朝日町６３７番４８地先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良県立奈良高等学校 

道路標識なし 

凸 

凸
 道路標識なし 

奈良市道中部第１１２４号線からの右左折車両に対する横断歩道の道路標識が未設置である。 

奈良市道西部第４３１号線からの東進車両及び奈良市道中部第１１２４号線からの右左折車両に対する横断歩道の道路標識

が未設置である。 
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⑶ ③奈良市道中部第６８２号線上の横断歩道（奈良市西大寺宝ヶ丘７３７番１地先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷ ④奈良市道中部第５５９号線上の横断歩道（奈良市二条町３丁目１０６番２地先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良市立伏見中学校 

道路標識なし 凸 

西進車両及び奈良市道中部第１６０７号線からの右折車両に対する横断歩道の道路標識が未設置である。 

次の交差点 

右
折
禁
止 

道路標識なし 

奈良県道奈良精華線（５２号線）からの右折車両に対する横断歩道の道路標識が未設置である。 

なお、踏切道の南側の交差点では南進車両に対する指定方向外進行禁止規制（右折禁止）があるが、踏切道の北側の交差点で

同規制はない。当該交差点内にある右折禁止の表示は、どの場所に対するものかが分かりにくい。 
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⑸ ⑤大和郡山市道近鉄三の丸線（第２７５号線）上の横断歩道（大和郡山市北郡山町２１１番３地先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大和郡山市道植槻筋線（第１２９号線）からの南進車両及び奈良県道奈良大和郡山斑鳩線（９号線）枝線からの右折車両に対

する横断歩道の道路標識が未設置である。 

道路標識なし 

凸 
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２ 横断歩道の道路標識が設置されているが右左折車両から視認できない位置にある箇所 

⑴ ⑥奈良市道中部第５１号線上の横断歩道（奈良市押熊町６５１番５地先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ ⑦奈良市道西部第８６号線上の横断歩道（奈良市朝日町１丁目２番３２地先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

押熊川 

凸 

視認できず 

押熊川 

秋篠川 秋篠川 

視認できず 

凸 

 

横断歩道の道路標識が両方向に設置されているが、奈良市道中部第１４１６号線からの右左折車両から視認できない位置に

ある上、北進車両に対するものは公安委員会により横断歩道を設けることとされたと思われる場所の路端と異なる位置にある。 

また、南進車両に対する停止線が交差点の流出部にあるため、当該横断歩道が他の箇所でもよく見られるような交差点内に設

置されているものか、それとも交差点よりも南側の単路上に設置されているものかが分かりにくい。 

なお、奈良市道中部第１４１６号線を西進してきた車両に対しては、公安委員会による意思決定の手続を経て一時停止規制が

行われているとは思われないのに、常に一時停止することを求めることを内容とする道路標識が設置されている。 

横断歩道の道路標識が両方向に設置されているが、奈良市道西部第２８０号線からの右左折車両から視認できない位置にある

上、オーバー・ハング方式を用いたものは公安委員会により横断歩道を設けることとされたと思われる場所の路端と異なる位置

にある。 
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⑶ ⑧奈良県道木津平城線（７５１号線）上の横断歩道（奈良市歌姫町３４番１地先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑷ ⑨奈良県道木津平城線（７５１号線）上の横断歩道（奈良市佐紀町２９５８番地先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道路標識な

し 

視認できず 

凸 

凸 

道路標識な

し 

視認できず 

凸 

横断歩道の道路標識が両方向に設置されているが、奈良市道中部第７６号線からの右左折車両から視認できない位置にある

上、北進車両に対するものは公安委員会により横断歩道を設けることとされたと思われる場所の路端と異なる位置にある。 

また、南進車両に対する横断歩道の道路標識は、右側の路端に設置されているのに記号が右向きのものが用いられている。 

横断歩道の道路標識が両方向に設置されているが、奈良市道中部第２０２号線及び同第２２１号線からの右左折車両から視

認できない位置にある上、公安委員会により横断歩道を設けることとされたと思われる場所の路端と異なる位置にある。 

なお、設置し直す場合は、既存の電柱を利用してオーバー・ハング方式を用いてもよい。 
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⑸ ⑩奈良県道木津平城線（７５１号線）上の横断歩道（奈良市佐紀町２７６４番１地先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑹ ⑪奈良県道谷田奈良線（１０４号線）上の横断歩道（奈良市西大寺南町２３１番７地先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凸 

視認できず 

凸
 

視認できず 

横断歩道の道路標識が両方向に設置されているが、奈良市道中部第２１３号線及び奈良市道中部第２３０号線からの右左折

車両から視認できない位置にある上、北進車両に対するものは公安委員会により横断歩道を設けることとされたと思われる場

所の路端と異なる位置にある。 

横断歩道の道路標識が両方向に設置されているが、奈良市道中部第６９５号線（踏切道）からの左折車両から視認できない位

置にある上、西進車両に対するものは公安委員会により横断歩道を設けることとされたと思われる場所の路端と異なる位置にあ

る。 

なお、当該踏切道の流出部の交差点内では車両が滞留しやすく、横断歩道を設置すること自体が適切でない。 
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⑺ ⑫奈良県道奈良精華線（５２号線）上の横断歩道（奈良市二条町２丁目７０番地先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑻ ⑬奈良市道中部第１５００号線上の横断歩道（奈良市西大寺南町１丁目２１２７番地先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西大寺南町丘のうえ公園 

 

 

視認できず 

凸 

横断歩道の道路標識が両方向に設置されているが、奈良市道中部第１１２４号線からの右左折車両から視認できない位置にあ

る上、北進車両に対するものは公安委員会により横断歩道を設けることとされたと思われる場所の路端と異なる位置にある。 

また、より適切な位置に標柱等があるのに、別途、より離れた位置に横断歩道の道路標識を設置することは適切でない。 

平城宮跡 

視認できず 

凸 

横断歩道の道路標識が両方向に設置されているが、奈良市道中部第５６１号線からの左折車両から視認できない位置にある

上、北進車両に対するものは公安委員会により横断歩道を設けることとされたと思われる場所の路端と異なる位置にある。 
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⑼ ⑭奈良県道奈良精華線（５２号線）上の横断歩道（奈良市二条大路南５丁目４５４番１地先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑽ ⑮奈良市道北部第３６１号線上の横断歩道（奈良市登大路町６番２地先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大池川 

秋篠川 

視認できず 

凸 

奈良県庁 

奈良県文化会館 

奈良県立美術館 

視認できず 

凸 

横断歩道の道路標識が両方向に設置されているが、奈良市道中部第５４９号線からの左折車両から視認できない位置にある

上、北進車両に対するものは公安委員会により横断歩道を設けることとされたと思われる場所の路端と異なる位置にある。 

横断歩道の道路標識が両方向に設置されているが、奈良県道木津横田線（７５４号線）からの右折車両から視認できない位置

にある上、北進車両に対するもの及びオーバー・ハング方式を用いたものは公安委員会により横断歩道を設けることとされたと

思われる場所の路端と異なる位置にある。 
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⑾ ⑯国道３０８号上の横断歩道（奈良市平松５丁目６９９番１地先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

眞池 視認できず 

横断歩道の道路標識が両方向に設置されているが、奈良市道中部第７５７号線からの左折車両から視認できない位置にある

上、南進車両に対するものは公安委員会により横断歩道を設けることとされたと思われる場所の路端と異なる位置にある。カー

ブがあり、その存在がその手前から十分に認識できないため、前方に横断歩道があることをあらかじめ示す目的で、横断歩道を

設ける場所の必要な地点における路端よりも大幅に手前に設置されたと思われる。 

なお、設置し直す場合は、新たに標柱を適切な位置に設けて横断歩道の道路標識を設置し、現在横断歩道の道路標識が設置さ

れている位置に法定外の予告標識を設置することが考えられる。 
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３ 横断歩道の道路標識が設置されているが横断歩道の道路標示と離れ過ぎて設置されている箇所 

⑴ ⑰奈良県道奈良精華線（５２号線）上の横断歩道（奈良市二条町３丁目１３５番２地先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ ⑱奈良市道二条谷田線沿い横断歩道（奈良市富雄元町２丁目３３６５番２地先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑶ ⑲奈良市道中部第７３５号線上の横断歩道（奈良市菅原町１６番１１地先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横断歩道の道路標識が設置されているが、横断歩道又は自転車横断帯ありの道路標示の位置よりも手前に設置されている。 

なお、この地点における横断歩道は１０年以上前に約３０メートル北側に移設されたものであると思われるが、廃止されたと

思われる横断歩道の道路標示が廃止されたものであるか、それとも廃止されていないものの摩耗等により消えかかっている状態

であるかが分かりにくい。移設に際して横断歩道の道路標示のみを移動させ、横断歩道の道路標識を移動させることを怠ったも

のと思われる。 

横断歩道の道路標識が設置されているが、交差点があり、その存在がその手前から十分に認識できないため、前方に横断歩道

があることをあらかじめ示す目的で、横断歩道を設ける場所の必要な地点における路端よりも大幅に手前に設置され、又は、奈

良市道二条谷田線からの左折車両に対するものとして設置されたと思われる。 

しかし、西進車両から見て横断歩道は交差点の流出部にのみ設置され、交差点の進入部には設置されていないと思われるとこ

ろ、現状では進入部にも設置されているものと誤認させる可能性が高く、また、左折車両に対するものとして設置するのであれ

ばより適切な位置に標柱等があるから、別途、より離れた位置に横断歩道の道路標識を設置することは適切でない。 

横断歩道の道路標識が設置されているが、カーブがあり、その存在がその手前から十分に認識できないため、前方に横断歩道

があることをあらかじめ示す目的で、横断歩道を設ける場所の必要な地点における路端よりも大幅に手前に設置されたと思われ

る。 

なお、設置し直す場合は、既存の標柱を利用して横断歩道の道路標識を設置し、現在横断歩道の道路標識が設置されている位

置に法定外の予告標識を設置することが考えられる。 
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４ 誤認可能性のある法定外表示が設置されている箇所 

⑴ ⑳奈良市道中部第２４８号線上の法定外表示（奈良市二条大路南１丁目４０番４地先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ ㉑奈良市道中部第２号線上の法定外表示（奈良市疋田町１丁目１１１番地先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２本の白線が表示されているが、法定の自転車横断帯の道路標示であるかどうかが分かりにくい。公安委員会により自転車横

断帯を設けることとはされていないと思われる場所であるが、普通自転車の歩道通行部分の指定が行われている道路と接続して

いる交差点であるので、なおさら誤認させる可能性が高まる。また、常に「一旦停止」を車両に求める記載のある法定外表示が

設置されているが、交差点の流出部にこのような法定外表示を設置することは却って追突事故等の危険を生じさせている。仮に

横断歩道等が設置されたとしても、交差点の流出部で常に「一旦停止」を車両に求めることは法定の規制内容を超えた事項を車

両等に求めることを内容とするものであり、不適切である。 

このような法定外表示を設置するのではなく、公安委員会が横断歩道及び自転車横断帯を設置すべきである。 

２本の白線が表示されているが、法定の横断歩道の道路標示であるかどうかが分かりにくい。 
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５ 自転車横断帯があるが歩行者用信号機に歩行者自転車専用の標示がない箇所 

 ⑴ ㉒国道３０８号及び奈良県道奈良生駒線（１号線）との交差点上の自転車横断帯（奈良市宝来町４丁目９

７７番１地先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑵ ㉓国道３０８号上の自転車横断帯（奈良市四条大路４丁目４６番５先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自転車横断帯があるが、歩行者用信号機に歩行者自転車専用の標示がない。なお、歩行者自転車専用の標示を設置するための

支柱だけ設けられている箇所もあり、標示板を設置することを失念していると思われる。 

自転車横断帯があるが、歩行者用信号機に歩行者自転車専用の標示がない。歩行者自転車専用の標示を設置するための支柱だ

け設けられている箇所もあり、標示板を設置することを失念していると思われる。 

なお、交差点名標識の向きが不適切な状態で長期間にわたって放置されている。 
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６ 横断歩道等の道路標示が摩耗等により消えかかっている状態その他の不適切な状態である箇所 

⑴ ㉔奈良市道中部第８３８号線上の横断歩道（奈良市宝来町９８０番２地先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ ㉕奈良市道中部第７１１号線上の横断歩道（奈良市西大寺国見町１丁目２３３４番２地先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横断歩道の道路標示が廃止されたものであるか、それとも廃止されていないものの摩耗等により消えかかっている状態である

かが分かりにくい。 

色の異なるタイルを組み合わせたものであるが、法定の横断歩道の道路標示であるかどうかが分かりにくい。 
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７ 提案により改善された箇所 

⑴ ㉖奈良市道中部第６９５号線上の横断歩道（奈良市西大寺小坊町２２４番６地先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑵ ㉗奈良市道中部第１５１１号線上の横断歩道（奈良市菅原東２丁目２８３番地先） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年９月頃に新たに設置された横断歩道であるが、横断歩道の道路標識が横断歩道の道路標示から離れて設置されてお

り、横断歩道の道路標示の地点とは別に横断歩道の道路標識が設置されている地点も横断歩道であると捉えられかねない状況

であった。同月頃に改善提案をしたところ、令和４年６月頃により近接した電柱に移動された。 

しかし、横断歩道の道路標識が公安委員会により横断歩道を設けることとされたと思われる場所の路端と異なり、法定外の予

告標識を用いているものの、進行方向よりも奥の位置にある状態となっている。なお、横断歩道が設置される際に、横断歩道の

道路標識の設置に最適な位置に既存の電柱があったのに、なぜかそれが撤去されてタイルが埋め直されるなど不適切な工事が

実施された。本来であれば、当該電柱があった位置に新たに標柱等を設けて横断歩道の道路標識を設置しなければならない。 

道路標識なし 

凸
 

奈良市道中部第７号線からの右折車両に対する横断歩道の道路標識が未設置であった。令和３年９月に改善提案をしたとこ

ろ、令和４年６月頃に新たに設置された。 



別 紙 ３ 

１ 横断歩道ありの法定外の予告標識の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 横断歩道ありの法定外の予告標識の有効活用事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


